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法創造教育のための法創造教育のためのee--learninglearning

►►現状の現状のee--learning=learning=学習者の受動的学習を支学習者の受動的学習を支

援援

►►EE--learninglearningは法創造教育に有効なのか？は法創造教育に有効なのか？

法を体系的に取得するためには有効法を体系的に取得するためには有効

法創造に対してはどうか？法創造に対してはどうか？
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法創造とは何か？法創造とは何か？

►►複数の観点・立場から法による問題解決方法複数の観点・立場から法による問題解決方法
の提案の提案

►►提案方法の妥当性および優劣の評価提案方法の妥当性および優劣の評価

►►結果の説得的な説明結果の説得的な説明
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既存の既存のee--learninglearningで欠けているもので欠けているもの

►►法創造教育法創造教育≠≠学習者の受動的学習学習者の受動的学習

学習者は受動的に知識を獲得するのではなく、能学習者は受動的に知識を獲得するのではなく、能
動的に知識を獲得しなければならず、獲得した知動的に知識を獲得しなければならず、獲得した知
識は第三者に対して説得的でなければならない。識は第三者に対して説得的でなければならない。

「第三者に対して説得的である」＝「教師の役割」「第三者に対して説得的である」＝「教師の役割」

►►学習者は教材作成者でなければならない。学習者は教材作成者でなければならない。

コメントやメモを残すだけでは不十分コメントやメモを残すだけでは不十分



5

教材作成者としての学習者教材作成者としての学習者

►►名大の加賀山教授の授業名大の加賀山教授の授業

加賀山教授の創造的思考による成果加賀山教授の創造的思考による成果

►►既存の見方とは異なる新しい見方の提案既存の見方とは異なる新しい見方の提案

►►他の法知識の家族法への援用他の法知識の家族法への援用

►►このように高度な法創造は困難であっても、法このように高度な法創造は困難であっても、法
の初学者でさえ法創造は可能の初学者でさえ法創造は可能→→法創造＝教材法創造＝教材
作成作成
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能動的学習能動的学習

►►学習者の知識・考えの整理学習者の知識・考えの整理→→HTMLHTML文書化文書化

学習者による知識の整合性の検証学習者による知識の整合性の検証

学習者による知識の妥当性の検証学習者による知識の妥当性の検証

学習者による知識の評価学習者による知識の評価
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能動的学習支援のための基本要件能動的学習支援のための基本要件

►►知識（知識（HTMLHTML文書）を書き下す（アップロード機能）文書）を書き下す（アップロード機能）

►►バージョン管理バージョン管理

►►知識の更新（削除）知識の更新（削除）

►►比較評価するための支援機能比較評価するための支援機能

►►知識に対するメタデータの付加知識に対するメタデータの付加

►►以上は以上はZopeZope（（WebWebアプリケーションサーバ）の基本機アプリケーションサーバ）の基本機

能能
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学習者による評価の支援学習者による評価の支援

►►コンピュータシミュレーションによる評価コンピュータシミュレーションによる評価

具体的事例による問題解決シミュレーション具体的事例による問題解決シミュレーション

►►どんな結果がもたらされるのか、あるいはどんな結果がどんな結果がもたらされるのか、あるいはどんな結果が
もたらされないのか。もたらされないのか。

知識ベースシステムの利用知識ベースシステムの利用→→WebWebアプリケーションアプリケーション

の一部として実現の一部として実現
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WebWebアプリケーションアプリケーション

►►WebWeb＋サービス（＋サービス（DBDBや別のアプリケーションや別のアプリケーション))→→
より洗練された情報提供より洗練された情報提供

►►ZopeZopeを使って、教材検索システムのプロトタイを使って、教材検索システムのプロトタイ

プの作成プの作成→→１０００行程度のコードで、教材検索１０００行程度のコードで、教材検索
やコメントの付加機能を実現した。やコメントの付加機能を実現した。



10

法的推論システムのサービスとしての法的推論システムのサービスとしての
実現の問題点実現の問題点

►►データベースと比較して負荷が大きな処理データベースと比較して負荷が大きな処理

数人アクセスするのであれば耐えられるが、数十数人アクセスするのであれば耐えられるが、数十
人のアクセスには耐えられない。人のアクセスには耐えられない。

質問の形態が単純ではなく、環境を保持しなけれ質問の形態が単純ではなく、環境を保持しなけれ
ばならない。ばならない。→→利用者毎のセッション管理の複雑さ利用者毎のセッション管理の複雑さ
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動的動的WebWebの作成方法の作成方法

►►サーバサイドプログラミングサーバサイドプログラミング

CGICGI
PHPPHP
ServletServlet

►►クライアントサイドプログラミングクライアントサイドプログラミング

JavascriptJavascript
JavaJava AppletApplet
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クライアントサイドでの実現クライアントサイドでの実現

►►JavaJava AppletAppletによる推論エンジンによる推論エンジン

JavaJavaベースのベースのPrologProlog処理系処理系←←PrologProlog CafeCafeの利用の利用

JavaJavaベースの証明系ベースの証明系←←今年度作成今年度作成

►►非単調推論の実現非単調推論の実現

►►JavascriptJavascriptによる画面描画による画面描画

常駐しているアプレットを推論エンジンとして利用常駐しているアプレットを推論エンジンとして利用

推論結果を推論結果をHTMLHTML文書として生成文書として生成
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既存知識ベースの移植既存知識ベースの移植

►►CPFCPFで記述された知識ベースを移植し、学習者で記述された知識ベースを移植し、学習者

が利用できるようにする。が利用できるようにする。

►►個々の知識は個別に追加・削除ができるので、個々の知識は個別に追加・削除ができるので、
学習者が知識ベースから選択する。学習者が知識ベースから選択する。

具体的な実コードを参照する必要はない。具体的な実コードを参照する必要はない。

解釈ルールの自動生成はしない。（今後の課題）解釈ルールの自動生成はしない。（今後の課題）
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知識の実行方法知識の実行方法

►►メタインタプリタ方式：メタインタプリタ方式：

低速低速

実コードの漏洩実コードの漏洩

►►直接実行方式：直接実行方式：PrologPrologコードにコンパイルしたコードにコンパイルした
後、後、Prolog CafeProlog CafeででJavaJavaのバイトコード生成のバイトコード生成

高速実行高速実行

実コードの隠蔽実コードの隠蔽
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吉野のメタ推論機構の実現吉野のメタ推論機構の実現

►►AA ←← BB ＆＆ CC に対してに対して

AA ←← BB ＆＆ CC ＆＆ 効力有（効力有（AA←←B&C)B&C)
とコンパイルすることで、メタ推論を１階の推論とコンパイルすることで、メタ推論を１階の推論
に還元して実行に還元して実行
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まとめまとめ

►►法創造教育においては、学習者による能動的法創造教育においては、学習者による能動的
学習が必要であると捉え、学習者の思考を支学習が必要であると捉え、学習者の思考を支
援するために既存の知識ベースによる推論エ援するために既存の知識ベースによる推論エ
ンジンの実現方法を提案した。ンジンの実現方法を提案した。
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今後の課題今後の課題

►►現状では、機械による知識（解釈）の自動生成現状では、機械による知識（解釈）の自動生成
は行っていない。能動的学習において、解釈のは行っていない。能動的学習において、解釈の
自動生成の効果について検討し、解釈機構を自動生成の効果について検討し、解釈機構を
実現するのは今後の課題である。実現するのは今後の課題である。

►►個々の学習者が蓄えた知識を、グループ学習個々の学習者が蓄えた知識を、グループ学習
を通して評価することを行いたい。を通して評価することを行いたい。


